
老衰と考えられる状態 C①
なし

あり

容易に改善する状態を除外 C② C③

家族の理解や考え，患者の
QOLを考慮する A①

老衰が
疑わしい

検査で
疾患あり

他の疾患の
検索を行う

他の疾患
と診断

家族の死生
観や自責感
などに配慮

家族が老衰であ
ることを受け入
れられない C⑤

どこまで検査するか決める

看取りへ向けて

死亡診断 C⑫

死亡診断書の記載 C⑬， A⑤

老衰と判断し，患者サイド（本人，
家族）や多職種と共有 C④， A②

治療やケアの内容について，適宜意思
決定していく C⑦C⑧C⑨， A④
（本人が意思決定能力ない場合⇒ C⑥， A③）

起こる症状に対して対処していくC⑩
（特に経口摂取量低下に対してアプロ
ーチしていく） C⑪

C: チェックポイント
A: アート

老衰診断・ケアのためのフローチャート


